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図 9 主観評価実験 
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図 10 主観評価の結果の一例 

 
３．今後の研究開発成果の展開及び波及効果創出へ

の取り組み 

災害時における成果の展開先として図 11 に示すような

場面が考えられる。使用される場面とともに今後の展開計

画を以下に記す。 
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図 11 成果の展開 

 
 SNG 素材映像伝送システム：放送局が災害現場から

映像中継を行う際、災害に起因して太い基幹回線に

障害が発生しても、通信衛星などの細い通信回線を

用いて高精細な映像伝送を行うことが可能となる。

リアルタイムの映像伝送とともに、ファイル蓄積さ

れた映像データを短時間で放送局に伝送することも

可能となる。映像 1 チャネルの伝送に使用する帯域

を大幅に削減できるため、より多くの映像チャネル

の伝送が実現できるようになる。通信衛星を効率よ

く利用できるようになるため、東北地方の放送局を

含めた国内の多くの放送局から早期製品化の要望を

受けている。伝送用モデムやアンテナも含めたシス

テム全体の開発・製品化を進めている。 
2013 年 11 月に幕張メッセで開催された国際放送機

器展（InterBEE）に、本研究成果を活用して開発し

た符号化基板を用いてデモ展示を行った。展示会に

は、HEVC 対応の符号化装置が複数出展されていた

が、CPU 上で動作するソフトウェアベースのものが

多く、HDTV 映像をハードウェアを用いてリアルタ

イムに符号化するデモ展示は唯一のものであった。

ヘリコプターからの空撮映像をはじめとする符号化

処理難度の高い素材を用いて、H.264/AVC の 3Mbps
の符号化映像と比較展示することにより、放送局関

係者をはじめとする多くの来場者に対して、特に災

害発生時における低レートでの符号化映像伝送の性

能をアピールすることができた 
 ヘリコプター映像伝送システム：放送局や消防署な

どの自治体が保有するヘリコプターなどを用いて、

災害現場の上空から映像中継を行う。低消費電力

化・小型化された映像伝送システムを用いることに

よって、車では進入が困難な災害現場や沖合から、

空撮によるリアルタイム映像伝送を可能とする。圧

縮率の向上により、使用する電波帯域を削減できる

とともに、送信用アンテナの小型化・低消費電力化

が可能となり、搭載重量に厳しいヘリコプターの有

力な防災・減災システムとして期待が高い。既存の

H.264/AVCを置き換えるシステムを構築して製品展

開を図る 
 河川・沿岸・道路などの映像監視システム：自治体

の災害対策本部では、高精細な映像を受信すること

により災害現場の状況を的確に捉え、現場への指示

を迅速に行うことが可能となる。新たに監視カメラ

を設置するだけではなく、既存の JPEG や

H.264/AVC を用いているカメラ・レコーダの置き換

えなど、映像監視の需要は増加傾向にある。長時間

録画や狭帯域伝送も実現できるHEVC対応品の製品

化検討を進める 
 被災者によるモバイル端末による高品質放送受信シ

ステム：被災者は、災害直後の混乱状況化において

も高精細・高品質な映像により災害現場の状況を確

認することができ、避難判断を遅滞なく的確に行っ

たり、身元確認や安否確認を正確かつ効率よく行う

ことができるようになる。近い将来にはモバイル端

末に HEVC 復号機能が搭載されるようになり、この

機能を活用したコンテンツのダウンロード再生サー

ビスから実現される見込みである。動画のリアルタ

イム伝送・表示を可能とするモバイル端末向け符号

化・送信システムの製品化検討を進める 
 
本研究開発の実装では、2011 年秋時点の国際標準草案

を使用したため、2013 年春に規格化作業が完了して出版

された国際標準方式に対して圧縮性能面での大差はない

が圧縮されている符号化パラメータの順番やパラメータ

の値が意味する内容が異なるため、装置としての互換性が

ない。そこで製品化に向けた第一段階の開発として、符号

化エンジン部分の標準準拠化を進める。またこの開発と並

行して、災害映像以外の一般的な映像を用いて性能評価を

行い、符号化制御アルゴリズムの高画質化を進め、普段使

いを可能とする装置化開発を進める。一方、システムを構

成する上で必要となる受信機（デコーダ装置）についても

合わせて検討を進めていく。 
放送局向けのコーデックについては、2014 年 4 月に最

終規格文書が作成される拡張仕様（4:2:2 の色差フォーマ

ットへの対応）が必須とされるため、成立する規格を想定

して検討を先行して進めるとともに、規格化される符号化

パラメータの範囲として適切な値を提案する等、標準化作

業を牽引していく。 
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また、本研究開発で得られた知見を HEVC 方式に対応

したスーパーハイビジョン(SHV)エンコーダ装置に活用

して研究開発を加速し、2016 年の SHV 試験放送の実現

など、新たな放送サービス開始に役立てることを目指す。 
 
４．むすび 

HEVC 技術を利用した HDTV用符号化制御アルゴリズ

ムを開発し、エンコーダ装置に実装して符号化性能をリア

ルタイムに評価できる環境を構築した。震災時の空撮映像

や標準画像などから評価用画像を選定して、放送局等で使

用されている H.264 エンコーダ装置と圧縮性能の比較を

行い、半分のビットレートであっても符号化画質が同等も

しくは H.264 を上回っていること、同じビットレートで

あれば H.264 よりも高画質であることを、主観評価によ

って確認した。符号化・復号処理に要する処理遅延につい

て、圧縮性能とのトレードオフを検証し、処理遅延時間を

60%削減する手法を確立した。 
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